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電気工事士講座 

●令和３年度 第一種電気工事士 筆記試験 講評 

【総評】 

令和３年１０月３日（日）第一種電気工事士筆記試験が午前と午後の２回、全国一斉に実施された。 

全体的にみると従来と同じ基本的な内容が多く、合格基準点とされる 60点は過去２～３年の過去問題を

しっかり学習していれば得点できたと思われる。 

 

計算問題は,計算式の内容を理解して式の応用が自在にできれば解ける問題であった。 

午前出題された「電線１線あたりの供給電力」を求める問題や、午後出題された「配線電路の電力損失を

最小とするために必要なコンデンサの容量［Kvar］」を求める問題などは初めての出題形式であった。ま

た、「三相３線式電線路の進み力率による電線の電圧降下」を求める問題が初めて出題され、高圧受電設

備、高圧施設工事、低圧屋内配線などは過去問題に沿った問題が多かった。 

 

午前出題された「サージ防護デバイス（SPD）」や「火力発電所で採用されている大気汚染防止策」は初

めての主題で、「弛度」の計算は平成２２年に出題されて以来の出題である。 

午後出題された「水力発電所の水車の種類と適用落差」の問題は平成２１年以来の出題である。また「送

電線における単導体方式と多導体方式の特徴」が新しく出題された。 

 

令和１年と２年連続して出題された電動機制御回路が今年は午前、午後とも出題されなかった。問 30以

降の配線図を中心とした問題は、従来の問題とほぼ同じ問題であった。以前の出題から十数年ぶりに出

題された問題もあったが、最初に説明したとおり過去２～３年の過去問題を繰り返し勉強すれば合格点

を取るのはそれほど難しいことではなかったと思われる。 

 

【午前問題】 

問１はコンデンサとコイルに蓄えられるエネルギーを求める問題で、公式にあてはめると解ける問題で

ある。問２はブリッジの平衡回路の問題である。問３、問４は公式にあてはめると解ける問題である。 

 

問５はΔ結線の９Ωのコイルを Y 結線に変換するとコイルが１／３の３Ωに変換できることを理解して

いれば、１相のインピーダンスが１０Ωとなり計算できる。問６は初めての出題で、単相３線式と単相２

線式で負荷に供給する電線１線あたりの供給電力の比較で初めて出題された。 

 

問７は基本公式で解答できる。問８電柱と支線間が 30°のため、支線と大地間が 60°で支線と電柱、地

面で出来る三角形の各辺の長さが斜辺が２、短い辺が１となる。電線の水平張力は安全率をかけた支線

の許容張力に対し１／２となる。問題９の力率改善の計算は、力率から求める方法と問題で与えられた

tanθから求める方法があるが、tanθから求める方法のほうが簡単である。 

問１０～問１２までは基本的な問題である。問１３は実効値 100V の最大値は√２・100［V］で約 141

［V］と解ると解ける。問１４は平成 27 年等、過去に数回出題された写真である。問１５と問１６は今

回初めて出題された問題である。しっかり写真や問題を読むと解る問題だと思われる。 
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問１７の雷害対策は、塩害対策と同じで過去何回も出題されている。問１８の弛度に関する問題は平成

２２年以来久しぶりに出題された。問１９～問２２は過去に何回か出題された問題である。問２３の高

圧耐張がいしの写真は最近は出題されていなかったが今回出題された。 

 

問２４～問２９は過去に何回か出題された問題や基本問題である。問３０、３１は高圧受電設備の図に

関する基本的な問題で、問３２の JIS 規格に適合するポリエチレン被覆鋼管、硬質ポリ塩化ビニル電線

管、波付硬質合成樹脂管を埋設した配線は管路式で埋設深さは地表面及び舗装面下部から０．３ｍ以上

である。トラフによる埋設工事は直接埋設となる。 

 

問３３～問３５は基本問題である。問３６は高圧ケーブルの絶縁抵抗を測定する保護端子付き絶縁抵抗

計についての問題で、久しぶりに出題された。問３７～問４０は基本問題である。問題２の配線図（問４

１～５０）は何回か出題された問題である。問４７の避雷器は A種接地工事が必要であるが、「接地線は、

故障（雷撃等）の際に流れる電流を安全に通じることができるものである」という方式により 14ｍｍ2以

上が必要である。 

 

【午後問題】 

問１はクーロンの法則で、平成２０年以降では初めての出題である。問２はオームの法則を駆使して解

答を導き出していく。問２～問５までは基本問題である。問６は三相３線式配電線路における進み力率

の電圧降下を求める問題で、進み力率の問題は平成２０年以降では初めてである。 

問７は三相電源における力率改善コンデンサの容量を求める問題で sinθ＝√１− 𝑐𝑜𝑠２𝜃 を理解してい

れば解ける問題である。問８～問１５までは基本問題で過去問題を解いていれば簡単だったと思われる。

問１６の「水力発電所の水車の種類と適用落差」の問題は平成２１年に出題されて以来久しぶりの出題

である。 

 

問１７の同期発電機の並行運転もよく出題される問題である。問１８は送電線における単導体方式と

154KV 以上の特別高圧でよく使用される多導体方式の特徴が新しく出題された。問１９～問２９までは

従来から出題されていた基本問題である。問３０～問３４までの高圧受電設備の図に関する問題も従来

から出題されていた問題である。問３５～問４０も従来から出題されていた問題である。問題２（問４１

～問５０）も従来から出題されていた問題である。問４９のインターロック回路は平成２４年にも出題

されている。 

 

【試験の対策方法】 

今回は１０年位前に出題された問題も含まれ、また新しい問題も出題された。それでも大半は最近の過

去問題と同じような問題が出題されている。自分の得意な分野（暗記問題、計算問題）を伸ばしながら、

不得意な分野にもチャレンジしていただきたい。解答は間違っても何回も問題を解いていくとある程度

は解答が見えてくるので、あきらめずに学習を進めるようにしたい。 


